
 

臨床概論 

責任者・コーディネーター  
教科課程部会長 平 英一 教授 

放射線腫瘍学科 有賀 久哲 教授 

担当講座・学科(分野) 
医学部、血液・腫瘍内科分野、外科学講座、衛生学公衆衛生学講座、緩

和医療学科、放射線腫瘍学科、災害医学講座  

担 当 教 員 

酒井 明夫 教授、石田 陽治 教授、肥田 圭介 講師、若林 剛 教授、

野原 勝 非常勤講師、根東 義明 非常勤講師、木村 祐輔 特任教授、

中屋 重直 非常勤講師、松田 晋哉 客員教授、有賀 久哲 教授、眞瀬 

智彦 特命教授  

対 象 学 年  3  

区分・時間数 講義 22.0 時間  

期 間  前期  

 

・学習方針（講義概要等） 

臨床医学の実践に不可欠な基礎知識を通じて、医学と医療の精神についての理解を深める。 

 

・一般目標（GIO） 

医師として求められる基礎的な資質に重要な基礎的事項について学び、医の基本原則、医療安全の概

念、そして医療と社会とが関わる基本的な問題について必要な知識を備える。 

 

・到達目標（SBO） 

1．医師の裁量と義務、患者の権利などの知識を通じて、医師・患者関係を知り、適切で有効な臨床

の実践法を学ぶ。 

2．病院の構成と医療職員の役割、チーム医療の実践についての基礎的な知識から、病院の中での医

療の適切な実践を知る。 

3．医療安全の実践についての基礎知識をもつ。 

4．緩和医療の考え方を知る。 

5．医療の結果の評価とその科学的検証についての基礎的な概念をもつ。 

6．医療の経済的基盤と医療経済の考え方に親しむ。 

7．地域医療の実践と医療行政や医療政策との関わりを知る。 

8．医療施設における医療情報の取り扱い方、評価の方法を知る。 

9．代替医療は何であるか、またその問題点を知る。 

10．医師の生涯学習の考え方を知る。 

11．災害医療の基礎知識を知る。 



 

・講義日程 

（矢）西 103 1-C 講義室 

【講義】 

月日 曜日 時限 講座(学科) 担当教員 講義内容 

4/4 金  1  
血液・腫瘍

内科分野  
石田 陽治 教授  

医師・患者関係（医師の義務と裁

量、患者の権利を含める） 

4/11 金  1  外科学講座  若林 剛 教授  医療における説明義務と患者の同意 

4/25 金  1  附属病院長 酒井 明夫 教授  医学研究と医療倫理 

4/30 水  2  附属病院長  酒井 明夫 教授  
組織としての病院（チーム医療・医

療におけるコミュニケーションを含

む） 

5/9 金  1  医学部  根東 義明 非常勤講師  
医療情報管理（個人情報保護を含

む） 

5/16 金  1  外科学講座  肥田 圭介 講師  
医療安全の概念と医事紛争（医療従

事者の健康管理を含む） 

5/23 金  1  
衛生学公衆

衛生学講座  
松田 晋哉 客員教授  医療経済学入門 

5/28 水  2  
放射線腫瘍

学科  
有賀 久哲 教授  

①代替医療：現状と課題 

補完代替医療の概念 

代替医療をめぐる公的医療制度のか

かわり 

東洋医学の考え方 

②医師の生涯学習の概念（研修医制

度と専門医制度を含めて） 

医師の生涯学習 

医師のキャリア形成 

5/30 金  1  緩和医療学科  木村 祐輔 特任教授  緩和医療の考え方 

6/6 金  1  
衛生学公衆

衛生学講座  
中屋 重直 客員教授  日本の医療保険制度 

6/13 金  1  
衛生学公衆

衛生学講座  
野原 勝 非常勤講師  地域医療と医療政策 

6/20 金  1  災害医学講座  眞瀬 智彦 特命教授  災害医療総論 



6/27 金  1  災害医学講座  眞瀬 智彦 特命教授  災害医療各論 

7/1 火  1  災害医学講座  眞瀬 智彦 特命教授  トリアージ 

7/1 火  2  災害医学講座  眞瀬 智彦 特命教授  情報訓練 

7/2 水  1  災害医学講座  眞瀬 智彦 特命教授  トリアージ 

7/2 水  2  災害医学講座  眞瀬 智彦 特命教授  情報訓練 

7/2 水  3  災害医学講座  眞瀬 智彦 特命教授  机上シミュレーション 

7/2 水  4  災害医学講座  眞瀬 智彦 特命教授  がれきの下の医療 

7/4 金  1  災害医学講座  眞瀬 智彦 特命教授  机上シミュレーション 

7/4 金  2  災害医学講座  眞瀬 智彦 特命教授  がれきの下の医療 

 

・教科書・参考書等 

教：教科書   参：参考書   推：推薦図書 

 
書籍名 著者名 発行所 発行年 

参  標準外科学 13 版  
加藤治文 監修、畠山勝義、

北野正剛、若林剛 編集 
医学書院 2013 

 

・成績評価方法 

試験 80％、出席 20％ 

出席数は厳密に評価する  

 

・特記事項・その他 

1．医師・患者関係、医師の裁量と義務、患者の権利 

2．病院の構成、チーム医療のあり方、各職種に機能と権限 

3．医学研究と医療の倫理 

4．医療における説明と同意 

5．医療安全の概念と医事紛争（医療従事者の健康管理も含めて） 



6．医療情報管理、個人情報保護 

7．医療の評価・検証、evidence based medicine 

8．医療経済入門 

9．緩和医療の考え方 

10．日本の保険医療制度・介護保険制度 

11．地域医療と医療政策 

12．代替医療の現状と課題（東洋医学の概念も含めて） 

13．医師の研修と生涯教育の概念 

 

 

2010 年度は 12 回の講義、今回含まれなかったテーマ 

1．生と死に関る医療と法律の狭間（死体検案と監察医制度） 

2．遺伝病の考え方と遺伝カウンセリング（優生学の概念を含む） 

 

・授業に使用する機器・器具と使用目的 

使用区分 機器・器具の名称 台数 使用目的 

登録済の機器・器具はありません 


